
大
蔵
虎
政
と
平
尾

は
じ
め
に

大
蔵
弥
右
衛
門
家
い
わ
ば
狂
言
大
蔵
流
宗
家
の
十
一
世
大
蔵
虎
政
は
、
戦
国

大
名
の
織
田
信
長
か
ら
「
虎
」
の
一
宇
を
拝
領
し
、
の
ち
の
大
蔵
家
の
名
乗
り

に
「
虎
」
を
つ
け
る
基
を
聞
い
た
と
の
伝
承
で
知
ら
れ
る
。
又
、
山
城
国
相
楽

郡
平
尾
に
土
地
を
拝
領
し
た
と
も
号
一
口
わ
れ
て
い
る
。
払
も
先
に
「
大
蔵
弥
右
衛

門
家
蔵
『
踊
ケ
道
具
覚
帳
』
に
つ
い
て
」
(
関
西
大
学
『
同
文
学
』
第
七
十
八

号
・
平
成
十
一
年
三
月
十
四
日
)
の
中
で
、
平
尾
村
の
用
地
覚
帳
に
つ
い
て
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
平
尾
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
か
と

興
味
を
抱
い
た
。
こ
の
伝
承
を
確
か
め
る
べ
く
現
地
調
査
を
し
、
つ
い
に
は
虎

政
の
基
が
十
輪
寺
に
あ
っ
た
こ
と
を
現
二
十
四
世
宗
家
大
蔵
弥
右
衛
門
氏
(
明

治
四
十
五
年
生
ま
れ
)
の
ご
好
窓
に
よ
り
、
大
蔵
家
で
見
出
し
た
資
料
と
突
き

合
わ
せ
て
確
認
し
得
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
更
に
は
長
命
政
楽

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

関

屋

俊

彦

一
、
虎
政
に
つ
い
て

大
蔵
虎
政
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
の
は
古
川
久
・
小
林

責
・
萩
原
達
子
編
『
狂
言
辞
典

事
項
編
』
(
昭
和
五
十
一
年
・
東
京
堂
出
版
)

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
政
」
の
項
目
に
次
の
よ
う
に
記

す

事
続
四
八
一
五
一
二
一
〉

l
慶
長
一
花
〈
一
五
九
六
〉
・
二
一
・
一
七
。
大
蔵

流
狂
一
一
コ
口
師
。
宗
家
一
一
世
。
初
名
、
弥
太
郎
。
姓
は
今
春
と
も
。
織
田
信

長
か
ら
「
虎
」
の
字
を
拝
領
、
虎
政
と
名
乗
り
、
以
後
代
?
家
一
五
お
よ
び

宗
家
出
自
の
者
は
、
名
乗
の
一
字
に
は
「
虎
」
を
つ
け
る
こ
と
と
な
る
。

初
め
岐
阜
に
住
ん
だ
が
、
の
ち
山
城
の
国
相
楽
部
平
尾
に
屋
数
回
畑
一
五

ケ
所
を
賜
っ
て
移
住
。
信
長
の
あ
と
政
院
秀
吉
に
召
し
出
さ
れ
、
文
保
年

中
〈
一
五
九
一
了
九
五
〉
の
九
州
名
護
昆
で
の
消
能
や
禁
中
な
ど
に
も
、

鷺
三
之
丞
・
長
命
甚
六
ら
と
再
々
出
勤
し
て
い
る
。
『
近
代
四
陸
役
者
目






























